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『筑波大学教育学系論集j編集規程

1 .発行

f筑波大学教育学系論集jは，筑波大学人間系教育学域教員等および教育学域教員の指導を受けて

いる人間総合科学研究科後期課程.3年ililJl専士課程院生等の研究発表のため，年 2IfiJ (3月， 10 

月)発行する。

2.投稿

(1) 投稿資格は，以下のいずれかに該当する者とする。

( a) 人!~日系教育学域教員等

(b) 人間総合科学研究科教育学関係後期課程.3年ilJlj博士課程院生(教育基礎学専攻，学校教

育学専攻，ヒューマン・ケア科学専攻共生教育学分野および関連する専攻の一貫iljlj専攻)

(ι) 上掲(b)の博士課程を修了または単位取得退学した者

(d) 筑波大学博士特別研究員

いっ その他編集委員会が特に認める者

(2) 投稿原稿は日Jf究論文Jとし，単独執筆の113合は20，000字以内，共同執筆の場合は40，000字
以内を原則とする。ただし，外国誌による原稿は，編集委員会が別途指定する投稿要領に従

うものとする。

(:3) 掲載された論文は，原則として，筑波大学電子図書館に登録するものとする。

(4) 3月刊行の投稿論文の申し込み期限は 9月末日とし 原稿提出WjIU~ は 10月末日厳守とする。

10月刊行の投稿論文の申し込み期限は4月末司とし 原稿提出初jl)j~は 5 月末日厳守とする。

(5) 原稿は、英文の題目及び要旨 (300語以内の英文とその和訳)を付して， 3部を提出するも

のとする。

(6) 投稿にあっては別に定めるじ;リ[筆要領Jに従うものとする。
3.編集委員会

(1) 編集委員会は 教育学域FD委員会から選出された委員をもって構成するものとする。編集

委員会の委員長はFD委員会委員長をもってあてる。

(2) 投稿論文の査読は 教育学域等教員があたる。

(:3) 編集委員会は，投稿論文等の掲載の可否等について審査・決定する。

4. その他

( 1 ) 編集委員会は， ij筑波大学教育学系論集jの編集等について，この規程に定めることのほか，

編集に必要な編集内規等を作成し 教育学域FD委員会の承認を得るものとする。

(2) この規程の改正については，編集委員会が改正案を作成し 教育学域FD委員会の承認を得

なければならなし」

(3) この規程は，平成4年7月1日から施行する。平成7年4月1日改正。平成9年4月1日改

正。平成11年5)~ 12日改正。平成13年6月13日改正。平成15年6月11日改正。平成19年11月

14日改正。平成20年7月9日改正。平成22年4月14日改正。平成23年12月6日改正。平成26

年8月7日改正。
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編集後記

教育学系論集第40巻第 1号をお届けします。第39巻において「教育学系論

集jと，大学院人間総合科学研究科教育基礎学専攻が編集・発行していた

「教育学論集J，および学校教育学専攻が編集・発行していた「学校教育学研
究紀要」を統合した 新しい「教育学系論集」となりましたo 3つの研究紀

要を統合しましたが，紀要名はもっとも長い開発行されてきた「教育学系論

集Jを踏襲することとし，巻数も継続することとしました。そして， 2015年
度，すなわち本巻から毎年2号(10月， 3月)の発行となります。それによ

り，昨年度まで付されていなかった，号数が加わることになります。

本巻は， 7本の研究論文仁教育学域に長年貢献いただいた，米津茂先生，

田中統治先生，そして清水一彦先生に寄稿していただき，ペスタロッチ祭の

記録として掲載することができました。また，学域の国際的な活動も載せる

ことができました。本学教育学の研究・教育活動は，これまでも国内外に発

信してきましたが，今後も益々その使命が大きくなります。今後とも，本論

集の充実に努めてまいります。どうぞ，よろしくお願いします。(井田仁康)

『筑波大学教育学系論集j編集委員会

仁康(委員長) 樋口産宏(高Ij委員長)

雄一郎 清水美憲

博文 蒔苗直道

慎太郎(幹事) 星野真澄(幹事)
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